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組合の集会で演奏する 

サガンオールスターズ 

反原発うたいたい 

 

２
月
８
日
（
金
）
～
１０
日
（
日
）

は
、
充
実
し
た
３
日
間
で
あ
っ
た
。 

 
ま
ず
は
一
年
振
り
に
、
首
相
官
邸

前
行
動
（
下
写
真
）
に
、
セ
ミ
ナ
ー

講
師
の
ま
と
ば
さ
ん
と
参
加
し
た
。

（
詳
細
は
、
６
面
に
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
時
歌
わ
れ
た
中
の
一

曲
を
下
欄
に
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。） 

 

そ
の
後
、
小
平
市
の
学
園
坂
ス
タ

ジ
オ
に
移
動
し
、
21
時
半
か
ら
の
合

同
懇
親
会
に
合
流
し
た
。
例
に
よ
っ

て
深
夜
ま
で
交
流
は
続
い
た
が
、
次

の
日
（
今
日
？
）
か
ら
の
講
座
に
向

け
て
の
顔
合
わ
せ
に
い
い
機
会
で
し

た
。（
準
備
の
坂
口
さ
ん
、
ご
苦
労
様

で
し
た
。） 

 

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
は
８

名
。
若
い
会
員
の
交
流
会
は
７
名
プ

ラ
ス
２
名
の
子
ど
も
た
ち
。
他
に
、

ま
と
ば
講
師
と
、
ス
タ
ジ
オ
オ
ー
ナ

ー
の
港
さ
ん
（
演
奏
と
懇
親
会
も
）

で
し
た
。 

 

９
日
は
、
合
同
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

か
ら
始
ま
っ
た
。 

 

事
前
に
参
加
者
に
送
ら
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
沿
っ
て
、
ま
と
ば
さ
ん
か

ら
体
験
談
（
？
）
が
話
さ
れ
た
。 

 

ま
ず
、「
ま
と
ば
よ
し
お
を
さ
ら
け

出
す
と
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
」
か
ら
。『
座

右
の
銘
／
好
き
な
シ
ン
ガ
ー
／
ア
レ

ン
ジ
／
パ
チ
ン
コ
／
ゴ
ル
フ
／
少
年

時
代
／
橋
本
テ
ル
ち
ゃ
ん
と
佐
藤
満 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
ポ
チ
、
ポ
チ
安
倍
よ
！
安
倍
さ
ん
よ
！
』 

 
 

 
 

 

（
も
し
も
し
亀
よ
亀
さ
ん
よ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

子
乃
イ
ノ
チ 

 

１ 

ポ
チ
、
ポ
チ
安
倍
よ
！
安
倍
さ
ん
よ
！ 

 
 

世
界
の
中
で 

お
前
ほ
ど 

 
 

ア
メ
リ
カ
支
持
す
る 

者
は
な
い 

 
 

ど
う
し
て
そ
ん
な
に 

尽
く
す
ん
だ
ろ
う
？ 

２ 

世
間
が
何
と 

言
お
う
と
も 

 
 

私
は
ポ
チ
だ 

ア
メ
リ
カ
の 

 
 

憲
法
改
悪
は 

悲
願
で
す 

 
 

今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
！ 

急
が
な
き
ゃ
！ 

３ 

爺
ち
ゃ
ん
の
意
思
継
ぐ 

安
保
法
制 

 
 

悲
願
達
成
の 

国
会
で 

 
 

千
切
れ
ん
ば
か
り
に 

シ
ッ
ポ
振
る 

 
 

ポ
チ
が
居
ま
し
た 

 

あ
ち
こ
ち
に 

４ 

ポ
チ
、
ポ
チ
安
倍
よ 

安
倍
ポ
チ
よ 

 
 

忠
誠
誓
う 

ア
メ
リ
カ
に 

 
 

日
本
を 

丸
投
げ 

す
る
よ
う
な 

 
 

政
治
家 

政
党 

 

も
う
要
ら
な
い 

  

／
宮
沢
陽
子
／
藤
川
ツ
ト
ム
／
今
村

一
男
／
窪
田
聡
／
自
分
か
ら
手
を
挙

げ
た
こ
と
／
岡
林
信
康
／
甲
屋
文
史

／
感
動
し
た
歌
／
嫌
い
な
も
の
な
ど

／
楽
譜
／
小
川
敏
郎
と
鹿
野
内
住
雄

／
ブ
ー
ビ
ー
バ
ン
ド
と
ブ
ル
ト
レ
／

印
牧
さ
ん
と
松
本
さ
ん
／
僕
の
自
慢

の
出
来
る
こ
と
／
嫌
い
な
人
／
ド
レ

ミ
の
歌
／
さ
よ
な
ら
原
発
／
ま
ね

る
・
モ
ノ
マ
ネ
／
ヒ
ロ
ミ
ち
ゃ
ん
と

ケ
イ
コ
ち
ゃ
ん
／
好
き
な
作
曲
家
／

好
き
な
作
詞
家
／
う
ち
の
カ
ミ
さ
ん

／
し
ず
く
／
動
機
／
俺
た
ち
は
大
地

の
風
／
天
羽
憲
治
／
濱
本
正
彦
／
内

気
／
市
野
宗
彦
／
さ
っ
ぽ
ろ
味
の
会

／
Ｒ
Ｏ
Ｃ
／
笠
木
博
逸
／
守
谷
兄
弟 

／
私
の
原
点
／
媒
酌
人
／
作
品
集
／

エ
チ
ケ
ッ
ト
／
柴
田
ミ
ッ
コ
ち
ゃ
ん

／
荒
木
栄
／
子
守
歌
／
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
ソ
ン
グ
／
ラ
ブ
ソ
ン
グ
／
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｒ
／
選
挙
応
援
ソ
ン
グ
』
…
。 

 
 

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ひ
と
つ
。『
次
は
是

非
今
村
一
男
さ
ん
を
講
師
に
呼
ん
で

く
だ
さ
い
。
内
気
な
僕
に
は
マ
ネ
で

き
な
い
。
「
座
り
込
め
」
「
立
ち
上
が

る
の
だ
」
「
（
吹
雪
を
つ
い
て
）
歩
け

歩
け
」
果
て
は
ハ
ト
に
ま
で
「
舞
い

上
が
れ
」
と
。
す
ば
ら
し
い
人
で
す
。
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
佐
藤
康
弘
） 

 辺野古新基地建設のため

の埋め立て工事の賛否を問

う沖縄県民投票は、２月 24

日投開票され、知事選に続

き、あらためて「新基地建

設反対」の民意が示された。 

 投票率は 52.48％。（埋

め立てに）賛成は114,933

票。（埋め立てに）反対は

434,273 票（有効投票数

の 72％）。どちらでもない

は 52,682 票。であった。 

2/25 首相官邸前（中央に日音協の旗） 2/26 朝日          県民投票の那覇出発式 

http://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 3 月 1 日               音 楽 運 動              第 602 号（2） 

コンサートメニュー（進行表） 
 

１、甲屋さん       18：40～18：50 

２、高野さん＆狭石さん  18：55～19：05 

３、まとばさん      19：10～19：15 

４、Rico         19：20～19：30 

５、若い会員の交流会からエントリー     

  瀬奈さん 高橋さん 木下さん 鳴澤さん 

             19：35～19：45 

６、坂口母娘       19：50～19：55 

７、Piggies        20：00～20:10 

８、港大尋さん      20:15～20：25 

 

Piggies 

 

      甲屋さん 

    高野さん＆狭石さん 

Rico 

港大尋さん 

       若い会員の交流会 

   木下さん    高橋さん  瀬奈さん  竹内さん  鳴澤さん 

飛び入り 後藤さん 



2019年 3 月 1 日  音 楽 運 動 第 602 号（3） 

ちょっとしたアンケートにお答えを！ 

● 好きなシンガーは（何人でも）？

● 得意な楽器は（いくつでも）？

● 好きなあるいは得意なジャンル

● 日音協のソングで気に入っているものは（何曲で

も）？

● 日音協の主な創作者の中の作品で知っている曲

と好きな曲には丸を付けてください

≪窪田聡≫

≪藤川ツトム≫

≪今村一男≫

≪まとばよしお≫

≪笠木博逸≫

≪市野宗彦≫

● 楽譜は書けますか？

● 楽譜は読めますか？

● 楽譜を見て歌えますか？

● 曲は楽器を使って書きますか？

ハイ（楽器の種類＝いくつでも）

イイエ（  口ずさんで 頭の中で） 

● 作曲で困っていること（いくつでも）

● 日音協での活動期間

● キーワードで気になるものに〇を（幾つでも）

● その他何でもあれば

講師のまとばさんからは事前にアンケートの

提出を求められ、セミナーではそれをもとに、≪

キーワード≫に沿って講演を受けました。

また、まとばさん自身も曲をつけているが、作

詩の守谷さんがどうしても気に入らないという

ことなので、是非皆さんも曲をつけてほしいとい

うことでした。 

反核のうた 

詩・守谷明宏 

ひとつの原発も  この地球に許すな 

ひとつの原爆も  この世界に許すな 

我らの願いは 自然と共に生きること 

我らの未来に 原子の力はいらない 

いつもと変わらぬ 雨降る街だが 

空は灰色の 雲に閉ざされるだろう 

原子の灰は 地上を覆い 

鳥も人も 死に絶えていくだろう 

ひとつの原発も  この地球に許すな 

ひとつの原爆も  この世界に許すな 

我らの願いは 自然と共に生きること 

我らの未来に 原子の力はいらない 

いつもと変わらぬ  波打つ海だが 

原発の汚水に 魚は泳ぎはしない 

自然の恵みが 少しづつ壊れ 

気づかぬうちに すべては崩れ去る 

ひとつの原発も この地球に許すな 

ひとつの原爆も この世界に許すな 

我らの願いは へいわと共に生きること 

我らの未来は 核のない世界なのだ 

ま
と
ば
さ
ん
が
紹
介
し
て
く
れ
た
北
海
道

の
村
雲
さ
ん
「
作
品
集
」
の
中
の
一
曲
。

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
て
も

チ
コ
ち
ゃ
ん
に

叱
ら
れ
て
も

い
い
か
ら

ボ
ー
ッ
と
し
て

生
き
て
い
た
い

岩
手
の
高
橋
さ
ん
は
、
「
こ
の
歌
は
私
の
こ

と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
共
感
で
き
る
」
と

の
こ
と
。

（
佐
藤
） 

ギターも弾く まとばさん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 3 月 1 日              音 楽 運 動              第 602 号（4） 

東
京
都
支
部
総
会
報
告 

 

２
月
23
日
（
土
）
港
区
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
ば
る
ー
ん
２
０
５
号
室
に

お
い
て
東
京
都
支
部
総
会
を
行
い
ま

し
た
。
出
席
は
18
名
。
議
長
は
松
﨑

さ
ん
。 

冒
頭
、
狭
石
支
部
長
が
挨
拶
の
中
で

話
さ
れ
た
こ
と
が
、
都
支
部
の
行
動
の

指
標
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
娘

さ
ん
と
の
会
話
か
ら
、
若
者
や
女
性
が

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
状
態
に
置
か
れ
、
ダ

ブ
ル
ワ
ー
ク
も
多
く
余
裕
の
な
い
現

実
を
突
き
付
け
ら
れ
た
こ
と
。「
お
母

さ
ん
の
反
原
発
や
平
和
へ
の
運
動
は

正
し
い
と
思
う
。
け
れ
ど
、
私
の
周
り

は
み
ん
な
自
分
の
生
活
を
支
え
る
の

で
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
」
な
の
だ
と
。

そ
の
話
を
地
域
の
仲
間
と
し
な
が
ら
、

「
自
分
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
言

っ
た
ら
、
「
日
音
協
な
ら
で
き
る
じ
ゃ

な
い
。
そ
の
実
態
を
歌
え
る
じ
ゃ
な

い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
。
「
私
た
ち
に

は
『
表
現
』
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。」 

『
た
と
え
ば
お
れ
た
ち
』
の
歌
詞
を

思
い
出
し
ま
す
。
「
た
と
え
ば
お
れ
た

ち 

閉
ざ
さ
れ
て
る 

つ
な
が
り
を

持
た
ぬ 

ひ
と
り
と
ひ
と
り
の 

そ

の
心
に
橋
か
け
る
」
そ
ん
な
私
た
ち
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

日
音
協
香
川
県
支
部
は
会
員
５
人
の
参
加
で
１

月
16
日
に
社
民
党
県
支
部
に
お
い
て
総
会
を
開

催
し
、
１
年
間
の
総
括
と
新
年
度
の
方
針
を
確
認

し
ま
し
た
。 

 

総
括
で
は
、
事
前
準
備
な
し
の
取
り
組
み
が
多

い
こ
と
、
そ
の
原
因
は
会
員
が
集
ま
る
こ
と
が
な

か
な
か
難
し
い
こ
と
、
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
方
針
で
は
、
う
た
ご
え
活
動
、
音
楽
祭
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
会
員
の
拡
大
な
ど
何
を
す
る

に
し
て
も
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
が

一
致
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
交
代
勤
務
者
が

参
加
で
き
る
よ
う
２
ヶ
月
前
に
次
の
練
習
日
等
を

決
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

総
会
後
は
例
年
の
中
華
料
理
で
飲
み
放
題
、
つ

ぎ
が
見
え
て
い
る
の
で
安
心
し
て
ほ
ろ
酔
い
と
な

り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
細
川
） 

 

 

    

   

                          

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 ２月 10日（日）、千葉市生涯学習センターにて、中央か

ら松本敏之会長、坂口美日幹事の出席を頂き、中村秀一さ

んを議長に県支部総会を行いました。 

 

 出席者は役員を含めて５人。機関紙読者がひとり傍聴。

欠席のうち３人からそれぞれ議長一任するとの意思を頂

き、総会は会員 10人の過半数超えとなり成立しました。 

 

 まず松本政夫支部長から、「歌う会の中身はあれで良かっ

たのかとの思いがある、考えたい。また根本君が千葉に移

籍するというので若い人の力に期待したい」とあいさつが

ありました。 

 

 中央の松本敏之会長からは、「この同じ日程でセミナーを

開催している。働く者自らを表現するとなると、やはり今

の職場を表現出来るのは現役の労働者。若い労働者が『加

わって良かった、他の仲間も誘おう』と思える日音協を目

指したい」との話がされました。 

 

 一番議論になったのは昨秋行いました「日音協の歌をみ

んなで歌おう会」でした。「もっとちゃんと歌えるようにし

て欲しい」、「歌のリードを担うミールとしてもっと練習を

すべきだった」との反省。今年は事前の練習時間を取るよ

うに。更に歌のテンポの関係も前もって練習の中で意識合

わせが必要となりました。 

 

 役員体制につきましては、都支部から根本さんが転籍し

てくれますので、それを前提の役員体制としました。 

     支部長  松本政夫 

     副支部長 瓦井孔二 

     事務局長 根本賢治 

     会計   鈴木清美 

 

 千葉県では労働運動とのつながりが持てない状況での音

楽運動となっていますが、音楽運動が労働運動にとって無

用な物とは思えません。労働者の運動強化に寄与出来る音

楽運動をめざして今年もがんばりましょう。 

（瓦井孔二） 

 

い
で
ど
ん
な
闘
い
を
し
て
い
る
の
か

を
知
り
、
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

現
役
を
退
い
た
会
員
も
多
く
、
経
済
的

に
は
大
変
、
で
も
継
続
し
て
い
き
た

い
、
工
夫
し
て
も
っ
と
広
め
た
い
と
い

う
意
見
が
多
数
出
ま
し
た
。 

 

今
回
は
結
論
を
求
め
な
い
意
見
交

換
で
し
た
が
、
今
後
も
議
論
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

（
報
告 

森
理
子
） 

 

 

経
過
報
告
・
会
計
・
運
動
方
針
と
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
総
会
議

事
と
は
別
に
、
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽

祭
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
に
時
間
を

割
き
ま
し
た
。
自
分
に
と
っ
て
音
楽
祭

と
は
？
何
を
求
め
て
参
加
し
て
い
る

の
か
？
ま
ず
は
そ
こ
か
ら
意
見
を
出

し
合
い
ま
し
た
。
音
楽
祭
が
大
事
な
目

標
で
あ
り
柱
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し

ま
す
。
他
支
部
の
発
表
に
、
ど
ん
な
想 



 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 3 月 1 日              音 楽 運 動              第 602 号（5） 

富山県支部第４５回総会開催 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日音協富山県支部第４５回定期総会を２月１８日

（月）午後６時３０分より富山市・自治労とやま会館

において、代議員（出席7＋委任7/14）、役員（7/

10）、傍聴１人の１５人出席で開催しました。 

当日は、山崎彰県平和運動センター議長、東篤社民

党県連合幹事長にご出席いただく予定でしたが、緊急

会議が入り欠席となりました。 

また、日音協中央、連合富山、又市征治参議院議員

からメッセージをいただき読み上げて紹介しました。 

音楽団体の総会なので、まずは歌から…ということ

で、昨年の第51回音楽祭テーマから、北海道の笠木

博逸さんが作詞作曲された『あいの風にのせて』を全

員で歌ってから中田事務局次長の進行で総会に入り

ました。 

佐々木会長は、沖縄辺野古基地建設反対の闘いなど

全国の３つの闘いを紹介し、「闘いが歌を創り」「歌

が闘いを創る」と挨拶されました。 

議事は、２０１８年度の活動報告や２０１９年度の

方針、会計決算報告・監査報告・予算案を一括提案し、

質疑討論しました。 

４５年間活動している「アコーディオン研究会」か

らは、保育所などでの演奏活動の報告、４７年間活動

している「ししの子」代表などから、第51回音楽祭

のオープニングの取り組みについての感想など発言

がありました。 

その後、新年度役員体制も含め議事のすべてが承認

され、総会が終了しました。 

吉澤新会長は、「当面来る県議会選挙において、井

加田まりさん他みなさんの当選、また参議院選挙でも

頑張りましょう」と挨拶がありました。 

今後も引き続き、構成団体、会員、機関紙購読者な

ど県内の皆さんのご協力をお願いします。新年度役員

は下記のとおりです。        （磯野友一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜２０１９年度役員体制＞ 

会 長   吉澤 正博（新） 

副会長   能澤 英樹（新） 

〃    川岸 正徳 

事務局長  磯野 友一（新） 

事務局次長 大門  悟 

〃   中田 信男 

〃   屋敷 正人 

会計監査  金山  剛 

〃   湯浅 慎治（新） 

富
山
県
立
中
央
病
院
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

２
月
14
日
（
木
）
16
時
～
、
同
病
院
の
ロ
ビ
ー
で
開
催

さ
れ
、
富
山
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
研
究
会
が
演
奏
し
た
。 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
県
医
師
会
の
「
入
院
生
活
や
す

ら
ぎ
事
業
」
の
一
環
と
し
て
月
１
回
程
度
開
催
さ
れ
、
今

回
は
第
２
２
３
回
で
、
患
者
や
家
族
ら
が
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
の
音
色
や
歌
で
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。 

 

内
容
は
、
合
奏
曲
「
心
の
う
た
１
・
２
」「
こ
き
り
こ
の

唄
」、
独
奏
曲
「
少
年
時
代
」
や
チ
ェ
ロ
に
よ
る
演
奏
、
春

の
歌
「
春
よ
来
い
」「
早
春
賦
」
と
「
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
」

「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
っ
た
。 

 

こ
の
病
院
に
勤
め
る
メ
ン
バ
ー
の
米
澤
さ
ん
は
、「
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
す
る
こ
と
が
念
願
の
夢
だ
っ
た
」「
緊

張
し
た
が
、
演
奏
中
は
、
ア
コ
合
奏
の
音
色
に
酔
い
し
れ

て
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
が
あ
り
う
れ
し
か
っ
た
」「
職
場
の

仲
間
か
ら
も
羨
望
（
せ
ん
ぼ
う
）
の
目
で
見
ら
れ
、
音
楽

の
凄
さ
を
感
じ
た
。
続
け
て
き
て
良
か
っ
た
」
と
感
想
を

寄
せ
て
く
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
磯
野
友
一
） 

  

 「ありがとう九条 第１０回とやま憲法フェスタ」が、２月１１日

（月・祝）自治労とやま会館で開催され、平和憲法の大切さを改めて

考える場となりました。 

この取り組みは、県平和センターなど１１団体による実行委員会が

開催し、２００８年から始まって１１年になります。 

 今回も労組や団体の皆さんと、会場の１部屋で「音楽喫茶」ブース

を担当し、「はだしのゲン」の紙芝居（１～５話）や、さすらいのフ

ォークシンガー和田浩二さんの弾き語り、磯野友一のアコ演奏他、用

意した歌集からのリクエスト曲をうたいました。 

会場全体では、遊休品のチャリティバザーや農産物等の販売、餅つ

き、折り鶴づくりが行われ、私たち日音協県支部もオープニングや「９

条を守り憲法をいかす富山県民の会総会・記念講演」の開会前に「決

意」などを歌って平和をアピールしました。     （磯野友一） 

 

あいさつする吉澤新会長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 3 月 1 日  音 楽 運 動 第 602 号（6） 

▼
安
倍
首
相
は
「
自
衛
隊
員
募
集
に
６

割
以
上
の
自
治
体
が
協
力
を
拒
否
し
て

い
る
。
だ
か
ら
改
憲
が
必
要
」
と
力
説

し
て
い
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
事
実
と
違

い
実
際
は
９
割
が
協
力
し
て
い
た
。
▼

防
衛
省
は
自
衛
隊
へ
の
勧
誘
の
た
め
に

市
町
村
に
そ
の
名
簿
を
紙
媒
体
か
電
子

媒
体
で
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
紙
や
電
子
媒
体

で
提
出
せ
ず
、
閲
覧
だ
け
な
ん
て
け
し

か
ら
ん
。
そ
ん
な
も
の
は
協
力
と
は
い

わ
な
い
！
」
と
安
倍
首
相
は
キ
レ
た
。

▼
そ
も
そ
も
、
自
衛
隊
が
隊
員
募
集
に

苦
労
し
て
い
る
の
は
若
い
人
が
急
速
に

減
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
同
時
に
安

保
法
な
ど
の
戦
争
協
力
に
対
し
て
疑

義
、
不
安
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。

だ
い
た
い
、
自
治
体
か
ら
の
情
報
提
供

の
根
拠
と
し
て
い
る
自
衛
隊
法
施
行
令

に
は
「
紙
媒
体
ま
た
は
電
子
媒
体
で
提

供
す
る
こ
と
」
な
ど
と
は
書
か
れ
て
い

な
い
し
、
住
民
基
本
台
帳
法
で
禁
止
す

る
「
個
人
情
報
の
目
的
外
使
用
」
に
あ

た
る
。
▼
安
倍
首
相
は
改
憲
の
理
由
と

し
て
「
自
衛
隊
員
が
『
お
父
さ
ん
憲
法

違
反
な
の
？
』
と
息
子
に
尋
ね
ら
れ
、

息
子
は
目
に
涙
を
浮
か
べ
て
い
た
」
と

情
に
か
ら
め
た
話
が
得
意
だ
。
そ
ん
な

子
ど
も
が
本
当
に
い
た
の
な
ら
名
前
を

明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。
▼
個

人
情
報
提
出
に
反
対
す
る
者
を
槍
玉
に

あ
げ
て
恫
喝
す
る
。
こ
れ
は
戦
争
に
協

力
し
な
い
国
民
や

組
織
を
政
府
が
全

 
 

 

体
主
義
で
つ
る
し

 
 

 

上
げ
た
戦
中
の
や

 
 

 

り
方
に
そ
っ
く
り

だ
。

（116） 

飯島貞親 

官
邸
前
反
原
発
行
動

２
／
８
（
３
３
２
回
）
報
告

長
島

▼日音協セミナー＆若い会員の交

流会が終わった。何故か疲労感は

なく充実感が残っている。▼実は

セミナーの参加者に、まとばさん

はもうひとつ課題を与えた。自作

の「メッセージ」の曲をアレンジ

してみて、とのこと。みんなは、

ハモリを入れたりしている中、秋

田の後藤さんは一人イヤホーンを

つけて、パソコンとにらめっこ。

で、中間発表でお披露目されたア

レンジを聴いて、みんなビックリ。

ニュージーランドとかのラグビー

の試合前の踊りのリズムというか

ラップ調で『何かに追われて歩い

ているうちに 格差の区分けに巻

き込まれ 正規非正規バイトにパ

ート 苦しいのは自分のせいなん

て』として♪聞～け 我らの声 示

せ～我らの願い♪と続く。若者の

パワーに負けてはいられない。昼

めしもオニギリで済ませ練習。成

果発表でもなんとか歌い切った。

▼秋田音楽祭では、このメンバー

で舞台に上がろう、とかおおいに

盛り上がった。さて、実現するか

どうか!?秋田音楽祭の準備も進め

ていきましょう。 （佐藤） 

参
加
者

青
森
の
佐
藤
さ
ん
、
北
海

道
の
ま
と
ば
さ
ん
、
奥
様
、
ス
ー
さ

ん
、
達
哉
、
森
、
望
月
、
鈴
木
、
長

島
、
ナ
ベ
さ
ん

計
10
名

明
日
は
雪
が
降
る
予
報
が
出
て

い
る
。
こ
こ
ろ
な
し
か
風
が
冷
た

い
。
茱
萸
坂
の
い
つ
も
の
と
こ
ろ

は
、
先
週
あ
っ
た
ド
ア
の
部
分
も
今

日
は
撤
収
さ
れ
て
何
も
な
い
広
場

に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
何
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
。

青
森
の
佐
藤
さ
ん
と
、
鈴
木
さ
ん

が
い
た
。
鈴
木
さ
ん
が
う
た
い
た
い

の
旗
と
マ
イ
ク
の
準
備
を
し
て
い

る
間
、
佐
藤
さ
ん
と
『
茱
萸
坂
お
迎

え
の
歌
』『
茱
萸
坂
賛
歌
』『
お
見
送

り
の
歌
』
の
練
習
を
し
た
。
森
さ
ん

と
達
哉
く
ん
到
着
、
続
い
て
ス
ー
さ

ん
。
奥
様
、
望
月
さ
ん
、
と
、
懐
か

し
い
顔
が
次
々
到
着
。
森
さ
ん
の
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
準
備
が
で
き
て

本
番
が
始
ま
っ
た
。

３
月
で
あ
の
事
故
か
ら
８
年
に

な
る
。
賠
償
打
ち
切
り
、
な
か
っ
た

こ
と
に
し
て
帰
還
を
す
す
め
る
政

権
に
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
『
安
倍

っ
こ

だ
め
っ
こ
』『
節
分
』
等
々
、

次
々
歌
っ
て
い
る
と
ま
と
ば
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
私
た
ち
の
行

動
は
反
原
連
の
行
動
に
参
加
し
て

い
る
方
だ
け
で
な
く
国
会
周
辺
で

働
い
て
い
る
方
た
ち
に
も
認
知
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ま
と
ば

さ
ん
か
ら
聞
い
た
。

今
日
の
国
会
中
継
の
や
り
と
り

に
何
や
っ
て
ん
だ
国
会
は
！
と
ス

ー
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
『
ポ

チ
、
ポ
チ
安
倍
よ
！
安
倍
さ
ん

よ
！
』
の
リ
ク
エ
ス
ト
。
久
し
ぶ
り

の
奥
様
は
『
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ

ス
（
子
ど
も
ら
の
明
日
の
た
め
に
）
』

だ
。
『
茱
萸
坂
賛
歌
』
を
歌
い
『
双

葉
の
秋
』
を
歌
っ
た
。
反
原
発
う
た

い
た
い
の
行
動
の
中
で
出
会
っ
た

歌
、
人
が
つ
な
が
る
。
い
ろ
い
ろ
な

思
い
を
語
り
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
、 

ま
た
来
週
！
と
そ
れ
ぞ
れ
が
帰
路

に
つ
く
。
こ
の
頃
見
え
な
い
ね
、
と

い
う
方
、
毎
週
の
よ
う
に
手
を
振
り

通
り
過
ぎ
て
い
く
方
。
私
た
ち
の
仲

間
も
、
今
週
は
来
ら
れ
な
く
て
も
、

誰
か
が
「
反
原
発
」
の
思
い
で
場
所

を
繋
い
で
い
る
。

た
ん
ぽ
ぽ
舎
の
と
こ
ろ
で
、
ま
と

ば
さ
ん
作
『
さ
よ
な
ら
原
発
』
『
メ

ッ
セ
ー
ジ
』
と
、
『
あ
な
た
に
届
け

と
』『
子
ど
も
ら
の
明
日
の
た
め
に
』

『
原
子
力
発
電

N
O

！
』
を
歌
っ

た
。
元
の
場
所
に
戻
っ
て
か
ら
、
望

月
さ
ん
と
い
え
ば
『
ろ
く
で
な
し
』
、

今
日
は
参
加
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

こ
さ
ん
の
好
き
な
『
ケ
サ
ラ
』
を
歌

っ
た
。
正
門
前
の
参
加
者
が
帰
る
頃

に
『
お
見
送
り
の
歌
』
を
歌
う
。
練

習
し
た
甲
斐
あ
っ
て
佐
藤
さ
ん
が

ば
っ
ち
り
歌
っ
て
く
れ
た
。
♪w

e
 

s
h

a
ll  o

v
e
rc

o
m

e
 

♪
の
と
こ
ろ

か
ら
ま
と
ば
さ
ん
に
マ
イ
ク
を
ま

わ
す
。

20
時
の
国
会
議
事
堂
の
電
気
が

消
え
る
前
に
終
了
と
し
た
が
、
そ
の

あ
と
通
り
か
か
っ
た
た
ん
ぽ
ぽ
舎

の
ナ
ベ
さ
ん
が
『
あ
た
り
ま
え
の
地

球
』
を
歌
っ
た
。
「
や
っ
ぱ
り
、
今

日
、
こ
こ
に
来
て
良
か
っ
た
よ
」
そ

の
言
葉
の
重
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
く
る
。
福
島
県
出
身
の
ナ
ベ

さ
ん
。
ひ
と
り
ひ
と
り
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
苦
労
し
て
い
る
。
あ
そ
こ
の

場
所
は
、
い
ろ
い
ろ
な
話
は
し
な
い

け
れ
ど
も
、
「
が
ん
ば
ろ
う
」
っ
て

い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
来

週
も
、
再
来
週
も
。
茱
萸
坂
賛
歌
の

歌
詞
に
あ
る
よ
う
に
。

五
味
明
憲
さ
ん
（
写
真
家
）
撮
影




